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を
保
つ
強
い
政
府
確
立
の
た
め

に
、
東
京
遷
都
や
富
国
強
兵
策
を

進
め
る
の
は
急
務
だ
っ
た
。

地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
養
成

し
、
子
供
の
義
務
教
育
の
中
で

「
食
育
・
知
育
・
体
育
・
徳
育
」

と
い
う
目
標
に
、
学
校
衛
生
や
伝

染
病
予
防
な
ど
保
健
管
理
を
行

う
学
校
医
と
し
て
関
わ
る
よ
う
、

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
定
め

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
富
国
強
兵
の

一
環
と
し
て
の
初
期
の
新
し
い
国

づ
く
り
の
方
針
だ
ろ
う
。

 

五
七
（
安
政
四
）
年
、
旧
水
沢

藩
生
ま
れ
の
後
藤
は
、
現
在
の
福

島
県
立
医
大
の
前
身
で
あ
る
須
賀

川
医
学
校
で
学
び
、
八
二
（
同

十
五
）
年
、
内
務
省
衛
生
局
に
入

省
し
て
衛
生
行
政
に
携
わ
っ
た
。

九
〇
（
同
二
十
三
）
年
、
ド
イ

ツ
に
留
学
し
、
先
に
ロ
ー
ベ
ル

ト
・
コ
ッ
ホ
研
究
所
に
留
学
し
て

い
た
北
里
柴
三
郎
の
紹
介
で
コ
ッ

ホ
教
授
と
知
遇
を
得
た
。
百
年
前

医
師
、行
政
官
、政
治
家

東
京
の
都
市
計
画
な
ど
に
尽
力

後
藤
新
平
は
医
師
で
行
政
官
、

さ
ら
に
は
政
治
家
、
内
務
大
臣
や

東
京
市
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

 
日
本
の
健
康
政
策
が
現
在
の
よ

う
な
姿
に
な
る
ま
で
に
は
、
幾
つ

も
の
ポ
イ
ン
ト
を
経
て
き
た
。
欧

米
か
ら
は
、
明
治
維
新
を
封
建
制

度
か
ら
脱
却
す
る
市
民
革
命
と
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

だ
。国

内
的
に
は
そ
の
よ
う
で
も
あ

り
、
そ
の
よ
う
で
な
い
要
素
も
あ

る
感
じ
だ
が
、
海
外
と
結
ん
だ
条

約
の
不
平
等
性
の
改
訂
を
要
し
、

欧
米
か
ら
の
進
出
に
対
し
て
独
立

は
行
政
的
な
公
衆
衛
生
学
の
分
野

の
中
で
、
光
学
顕
微
鏡
に
よ
っ
て

細
菌
を
発
見
し
て
伝
染
病
と
闘
う

細
菌
学
が
最
先
端
の
分
野
だ
っ
た

の
だ
。

抗
生
剤
の
発
見
な
ど
に
よ
っ
て

細
菌
感
染
症
へ
の
取
り
組
み
が
一

段
落
す
る
と
、
電
子
顕
微
鏡
の
発

達
が
あ
っ
て
、
現
代
は
一
段
と
小

さ
な
ヴ
ィ
ー
ル
ス
（
ウ
イ
ル
ス
）

と
の
闘
い
が
現
在
進
行
形
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

帰
国
し
た
後
藤
は
九
二
年
に
内

務
省
衛
生
局
長
、
そ
の
後
台
湾
総

督
府
民
政
長
官
に
就
任
し
た
と
き

に
現
在
の
台
湾
大
学
医
学
部
を
創

設
し
て
い
る
。

今
で
も
台
湾
医
師
会
の
方
々
と

お
会
い
す
る
と
「
私
た
ち
は
兄
弟

弟
子
で
す
よ
」
と
親
し
く
お
話
し

さ
れ
、
そ
れ
が
し
っ
か
り
と
台
湾

大
学
医
学
部
の
中
に
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

北
里
は
帰
国
後
も
細
菌
学
者
と

し
て
活
躍
し
、
曲
折
を
経
て
現
在

も
北
里
大
学
や
北
里
研
究
所
が

残
さ
れ
て
い
る
。
北
里
研
究
所
・ 

大
村
智
先
生
が
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン

の
研
究
で
二
〇
一
五
年
、
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ

た
。北

里
は
在
野
の
立
場
を
堅
持

し
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年

に
制
定
さ
れ
た
医
師
法
に
基
づ
い

て
成
立
し
た
大
日
本
医
師
会
の
初

代
会
長
に
就
任
し
た
。

 

後
藤
は
、
政
治
家
に
な
っ
た
後

も
公
衆
衛
生
思
想
に
基
づ
い
た
都

市
づ
く
り
に
大
き
な
業
績
を
残

し
、
関
東
大
震
災
後
に
改
め
て
内

務
大
臣
兼
帝
都
復
興
院
総
裁
と
し

て
東
京
の
復
興
を
図
り
、
首
都
と

し
て
の
都
市
計
画
づ
く
り
に
尽
力

し
た
。 

こ
れ
ら
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

壮
大
さ
か
ら
、「
大
風
呂
敷
」
と

の
あ
だ
名
を
冠
さ
れ
た
の
は
、
彼

に
と
っ
て
あ
る
種
の
尊
称
で
あ
っ

た
と
も
思
わ
れ
る
。

こ
の
復
興
プ
ラ
ン
は
予
算
の
関

寄 

稿

石井　正三 氏

〜 10〜ー「福星開壽域」ー後藤新平

余 話

日医会館の3階小講堂に飾られ
ている、扁額
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筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ル

係
な
ど
で
規
模
を
縮
小
し
て
実
行

さ
れ
た
。
更
に
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
東
京
大
空
襲
に
よ
っ
て
首
都

が
灰か

い
じ
ん塵
に
帰
し
た
時
に
、
こ
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
も
う
一
度
効
力

を
発
揮
し
、
幹
線
道
路
を
備
え
て

現
在
に
至
る
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
東
京

の
都
市
計
画
の
基
本
と
な
っ
た
。

 

駒
込
に
あ
る
日
医
会
館
三
階
の

小
講
堂
に
、「
福
星
開
壽
域 

昭
和

二
年
春
日 

新
平
」
と
書
か
れ
た

大
き
な
扁へ

ん
が
く額
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
扁
額
を
揮き

ご
う毫
し
た
二
七

年
（
昭
和
二
）
年
か
ら
二
年
後
の

二
九
年
に
後
藤
は
こ
の
世
を
去
っ

て
い
る
。 

医
師
会
長
と
し
て
扁
額
を
受
け

取
っ
た
北
里
も
ま
た
三
一（
同
六
）

年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
扁

額
は
新
生
日
本
の
発
展
を
夢
見
て

ド
イ
ツ
留
学
時
代
か
ら
知
り
合
っ

て
い
た
二
人
の
最
晩
年
に
残
さ
れ

た
精
神
的
交
流
の
証
し
と
な
っ
て

い
る
。

台
湾
医
師
会
元
会
長
の
呉
運
東

先
生
に
こ
の
扁
額
に
つ
い
て
解
説

し
て
頂
い
た
。 

「
福ふ
く
ぼ
し星

」
と
は
中
国
的
伝
統
に

よ
れ
ば
裕
福
な
官
服
の
老
人
で
表

さ
れ
木
星
と
し
て
も
象
徴
さ
れ
る

神
、「
壽じ

ゅ
い
き域
」
は
よ
く
治
ま
っ
た

世
の
中
の
意
味
。
ヘ
ル
ス
シ
ス
テ

ム
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
五
文
字
は
「
新
生
医
師
会
長
と

そ
の
統
率
下
の
医
師
会
に
よ
っ

て
、
善
き
社
会
、
そ
し
て
ヘ
ル
ス

シ
ス
テ
ム
が
開
か
れ
て
い
く
よ
う

に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
。

明
治
と
い
う
わ
が
国
の
行
政
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
活

動
の
近
代
化
を
担
っ
た
時
代
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
献
身
し
て
き

た
こ
の
二
人
の
関
係
は
継
続
さ
れ

て
い
た
。
後
藤
か
ら
日
本
医
師
会

を
率
い
る
北
里
に
対
し
て
、
正
式

な
医
師
会
長
就
任
と
い
う
節
目

に
こ
の
扁
額
が
贈
ら
れ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
両
者
の
晩
年
に
お

い
て
、
深
い
精
神
的
な
触
れ
合
い

の
証
し
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
扁
額
が
、
わ
れ
わ
れ
の
活

動
を
静
か
に
見
つ
め
て
い
る
と
改

め
て
心
に
銘
記
す
る
こ
と
は
、
混

迷
に
満
ち
た
現
状
を
啓ひ

ら

こ
う
と
行

動
し
て
い
る
今
日
に
お
い
て
も
、

ま
た
、
来
る
べ
き
未
来
を
語
る
際

に
も
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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こ
の
論
旨
は
、
筆
者
が
編
集
長

を
拝
命
し
て
い
た
折
に
日
本
医
師

会
英
文
誌
（JM

A
J

）
上
に
発
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し
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自
著
英
文
論
文
、M

asam
i 
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か
ら
要
約
し
て
紹
介
し
た
。

後
藤
や
北
里
、
さ
ら
に
軍
医
総

監
で
文
人
で
も
あ
っ
た
森
鴎
外
の

よ
う
な
存
在
が
、
こ
の
混
迷
す
る

時
代
に
も
い
た
と
し
た
ら
、
と
想

像
し
て
み
る
こ
と
が
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

は
心
を
痛
め
て
い
る
。
人
為
的
見

地
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
平

和
な
日
常
が
一
日
も
早
く
戻
る
こ

と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
。

石
井
　
正
三

（
い
し
い
・
ま
さ
み
）

　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
医

療
戦
略
研
究
所
所
長
・
代
表
理

事
、
長
崎
大
学
客
員
教
授
、
ハ
ー

バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大
学
院
名
誉

武
見
フ
ェ
ロ
ー
、
東
日
本
国
際

大
学
健
康
社
会
戦
略
研
究
所
所

長
・
客
員
教
授
、
医
療
法
人
社

団
正
風
会
理
事
長

北
里
と
近
代
化
担
う

医業に、政治に活躍した後藤新平。時代、そしてそ
の先を見つつ走り続けた彼の業績をたたえる書籍類は
数多く世に送り出されている


